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第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人広島大学 
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２ 項目別評価 

 

Ⅰ．教育研究等の質の向上の状況                          

 
＜評価結果の概況＞ 非常に 

優れている 
良 好 

おおむね 
良好 

不十分 
重大な 
改善事項 

（Ⅰ）教育に関する目標   ○   

 ①入学者選抜   ○   

 

②教育内容及び教育の成果等   ○   

③教育の実施体制等   ○   

④学生への支援   ○   

（Ⅱ）研究に関する目標   ○   

 ①研究水準及び研究の成果等  ○    

 ②研究実施体制等の整備   ○   

（Ⅲ）その他の目標   ○   

 ①地域を志向した教育・研究  ○    

 ②社会との連携や社会貢献   ○   

 ②国際化   ○   

 
 
（Ⅰ）教育に関する目標                              

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ₈ ⌐ ∆╢ ₉⌐ ∆╢ ─∆═≡⅜₈⅔⅔╗⌡

₉≢№╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐ ⇔√⁹ 

 
２．各中期目標の達成状況 

 

①入学者選抜に関する目標 

【評価結果】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ₈ ⌐ ∆╢ ₉─ ⌐ ╘╠╣≡™╢ ⌂

─∆═≡⅜₈⅔⅔╗⌡ ₉≢№╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐ ⇔

√⁹ 
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＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 留学生の積極的な受入の促進 

☿fi♃כ ─ ╩ ⇔⁸ ╛ ⱨ▼

▪⁸ ╩ ∆╢⌂≥⁸ ╩ ⌐ ↑ ╣╢√╘─

╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ꜟⱣכ꜡◓─ ⌐ ∆╢√╘⁸ 26 ⅛╠▬fi♃כ

Ⱡ♇♩ ╩ ⇔≡™╢⁹↓╣╠─ ⌐╟╡ │⁸ 22 ─341 ⅛╠

27 ─406 ┼ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐ ╩ ⇔≡™╢ ⅛╠─ │⁸181
⅛╠278 ┼ ⇔≡™╢⁹ 

 
②教育内容及び教育の成果等に関する目標 

【評価結果】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ₈ ┘ ─ ⌐ ∆╢ ₉─ ⌐ ╘╠╣≡™╢

⌂ ─℮∟⁸ ⅜₈ ₉⁸ ⅜₈⅔⅔╗⌡ ₉

≢№╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐ ⇔√⁹ 
 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ ASEAN諸国との交換留学の促進 

─ ─ ₈▪☺▪─ ≤ ─ ⌐

╟╢ ⌐ ∆╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉─ ⌐╟╡⁸ ▪☺▪

ASEAN ≤─ ≢ ─ ╩ ∆╢⌂≥⁸ ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─

╩ ∫≡⅔╡⁸ ─ HUSAⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ≤

╦∑≡ │⁸ 22 ─18 ⅛╠ 27 ─57 ┼ ⇔≡™╢⁹ 
 
（特色ある点） 

○ 全科目の到達度評価の実施 

╕≢⌐ ⌐ ↑≡⅔ↄ═⅝ ╛ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ℮

ⱪ꜡◓ꜝⱶ HiPROSPECTS® ╩ 18 ⌐ ⇔≡™╢⁹ ─ ⌐

↑≡⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤─ ╩ ∂≡⁸ⱪ꜡◓ꜝⱶ─

⌐ ╘⁸ 27

C�
 '¼�†3û�L�Z�
 �É�ß�¢�Û�Ò�b�e ─

ꜝⱶ ╓ ⱶ

ꜟꜝ╛⁸

特交ある点中 標ᬀ」積目評価

結㈀中 標ሦ瀀況が おおむね良好で 、ࡾ 理

 

₈ ⁪⁪ ₉ ල体

⌂ ∟⁸ ⅜₈ Ȗ

≢№╡⁸↓╣╠─ ⌐ ⇔√⁹

 

点＞
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④学生への支援に関する目標 

【評価結果】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ₈ ┼─ ⌐ ∆╢ ₉─ ⌐ ╘╠╣≡™╢ ⌂

─℮∟⁸ ⅜₈ ₉⁸ ⅜₈⅔⅔╗⌡ ₉≢№╡⁸↓╣

╠─ ╩ ⌐ ⇔√⁹ 
 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 優秀な学生に対する奨学制度の実施 

⁸ ⌐⅔™≡ ≤ ╘╠╣√ ⌐ ∆╢ ₈ ◄

◒☿꜠fi♩כꜙ♅☻ה♦fi♩ה☻◌ꜝ◦♇ⱪ₉⌐╟╡⁸ 27 ╕≢⌐ ═682 ─

⁸39 ─ ─ ╩ ™⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸

26 ⅛╠ ─ ╩ ⌐ ☻♃♇ⱨ≤⇔≡ ∆╢ ꞉כ◒

☻♃♦▫ ╩ ⇔⁸ 27 ╕≢⌐ ═104 ⌐ 1,160 ╩ ⇔≡™╢⁹ 
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（Ⅱ）研究に関する目標                              

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ₈ ⌐ ∆╢ ₉⌐ ∆╢ ─℮∟⁸ ⅜₈

₉⁸ ⅜₈⅔⅔╗⌡ ₉≢№╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐ ⇔√⁹ 

 
２．各中期目標の達成状況 

 

①研究水準及び研究の成果等に関する目標 

【評価結果】中期目標の達成状況が良好である 

 ₈ ┘ ─ ⌐ ∆╢ ₉─ ⌐ ╘╠╣≡™╢

⌂ ─℮∟⁸ ⅜₈ ₉⁸ ⅜₈⅔⅔╗⌡ ₉

≢№╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐ ⇔√⁹ 
 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 国際研究活動を評価指標の重点項目として設定 

─└≤≈≢№╢₈ ╣√ ─ ה ─√╘─

─ ₉─ ─√╘⁸ ─ ╩ ⌐ ∆╢◦☻♥ⱶ≤⇔≡⁸ ⌐╟

╢ ≤ ╩ ⌐ ∆╢ ◦☻♥ⱶ─ ╩ ╘⁸ 26 ⌐│

─ ╩ ≤∆╢⌂≥─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

─ ┼─ ╩ ∫≡™╢⁹ 
○ 生物生産学部・生物圏科学研究科における研究の推進 

ה ⌐⅔™≡⁸ 25 ⌐ ה

☿fi♃⁸כ 26 ⌐ ─ ☿fi♃כ╩ ▬fi◐ꜙⱬכ◦

ꜛfi ≤⇔≡⅔╡⁸ ◦fiⱳ☺►ⱶה☿Ⱶ♫כ ─ ⌐╟╡⁸ ≤─

╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ │⁸ 16 ⅛╠

21 ─ 17 ⅛╠ 22 ⅛╠ 27 ─

109 ┼ ⇔≡™╢⁹ 
○ 放射光科学研究センターにおける研究の推進 

☿fi♃⁸≡™⅔⌐כ и─₈ ─ ₉≢│⁸

╩ ∆╢ ─ ▪fi☺ꜙ꜠כ♃╩ ⇔⁸ ⇔™♩ⱳ꜡☺◌ꜟ

─ ⁸ ╝╠⅞╩ ⇔√ ⇔™ ⁸ ╩ ℮ ─ ↕≤

─ ⌐ ∆╢ ─ ⅜№╢⁹╕√⁸₈ ☻Ⱨfi ─ ₉≢│

☻Ⱨfi ╩ ∆╢⌂≥⁸ ─ ╩ ⇔√

╩ ⇔≡™╢⁹ 
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②研究実施体制等の整備に関する目標 

【評価結果】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ₈ ─ ⌐ ∆╢ ₉─ ⌐ ╘╠╣≡™╢ ⌂

─℮∟⁸ ⅜₈ ₉⁸ ⅜₈⅔⅔╗⌡ ₉≢№

╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐ ⇔√⁹ 
 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 放射線災害医療の国際教育研究拠点の確立に向けた連携事業の推進 

⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ↑√

─ ⌐╟╡⁸ ה ≤⇔≡ ╩ ↑≡™╢ ─

│ ≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸ 28 ⅛╠ 33
⌐⅔↑╢ ┘ ≤─Ⱡ♇♩꞉כ◒ ה

₈ ה ₉─ ⌐≈⌂⅜∫≡™╢⁹ 
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（Ⅲ）その他の目標                                

 

（１）社会連携・社会貢献、国際化に関する目標 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ₈∕─ ─ ₉⌐ ∆╢ ─℮∟⁸ ⅜₈ ₉⁸

⅜₈⅔⅔╗⌡ ₉≢№╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐ ⇔√⁹ 

 

２．各中期目標の達成状況 

 

① 地域を志向した教育・研究に関する目標 

【評価結果】中期目標の達成状況が良好である 

 ₈ ╩ ⇔√ ה ⌐ ∆╢ ₉─ ⌐ ╘╠╣≡™╢

⌂ ⅜₈ ₉≢№╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐ ⇔√⁹ 
 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 自治体と連携した平和構築に関わる活動機会の提供 

─ ─ COC ⌐ ↕╣√₈ ╩ ╗└

╤⇔╕▬♬◦▪♥▫Ⱪ ₉ ╩ 25 ⅛╠ ⇔⁸ ≤─ ─ ⌐⁸

♀Ⱶ⌐⅔↑╢ ⁸▬fi♃כfi◦♇ⱪ ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢⁹

⌐⁸ ⅜ ⅎ╢ ⌐ ⅜ ╡ ╖⌂⅜╠ ─ ╩

∆╢√╘─ ≤⇔≡⁸₈ ₉─ ⌐ ⅎ⁸ ╩ ∂≡ ⌐

∆╢ ╩ ╘╢√╘─ ─ ╛⁸ ⌐ ╦╢ ─ ─ ⅜ ╠

╣≡™╢⁹ 
 

② 社会との連携や社会貢献に関する目標 

【評価結果】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ₈ ≤─ ╛ ⌐ ∆╢ ₉─ ⌐ ╘╠╣≡™╢

⌂ ⅜₈⅔⅔╗⌡ ₉≢№╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐

⇔√⁹ 
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＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 産学官連携による研究開発の推進 

25 ⌐ ─ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐₈ ⅜

∆╢ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi ₉⅜ ↕╣⁸ ╩ ∆╢ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ≤

⇔≡ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi ╩ ⇔≡™╢⁹ ≤≤╙⌐ ≤⌂╢

╛◘♥ꜝ▬♩ ≤⌂╢ ⁸ ≤

⌐╟╢ ╩ ™⁸ 27 ╕≢─ ⱨ▼⁸≡™⅔⌐☼כ ╛ ╩ ה

≢⅝╢ ─ ⌐ ↑≡ ╡ ╪≢™╢⁹ 
 

③ 国際化に関する目標 

【評価結果】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ₈ ⌐ ∆╢ ₉─ ⌐ ╘╠╣≡™╢ ⌂

─∆═≡⅜₈⅔⅔╗⌡ ₉≢№╡⁸↓╣╠─ ╩ ⌐ ⇔√⁹

⌂⅔⁸₈⅔⅔╗⌡ ₉≤ ⇔√ ─℮∟ │₈ ⅜ ↄ

⌂ ה ₉⌐ ↕╣√ ╩ ╗⁹ 
 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 海外拠点及び海外校友会を活用した国際展開の推進 

22 ╕≢─ ⅛ ≢№∫√ ╩⁸▬fi♪Ⱡ◦▪─Ᵽfi♪fi☿fi♃

כ ╩ ⅎ√ ⅛ 11 ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ≢ ⇔√ ⱨ▼▪─

─ │⁸ √╡ 100 ⅛╠800 ≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸ 26 ⌐

┘ ╩ ⇔√ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ↑≡ ≤

─ ╩ ∂√ ─ ⌐ ╡ ╪≢™╢⁹ 
 

（特色ある点） 

○ 教育の国際通用性の向上への取組 

27 ─ ♫fiⱣꜞfi◓⌐ ⇔≡│90.4 ⁸◦ꜝⱣ☻─ ⌐ ⇔≡

│82.0 ─ ≤⌂∫≡⅔╡⁸ ≤∆╢100 ╩ ⇔≡™⌂™╙──⁸ 28
─ │100 ⁸ 25 ⅛╠ 27 ─

─ │13.2 ⁸ ─ ─ │12.5 ≤ ╩ ∫≡

כ♃כ◊◒⁸√╕⁹╢™ ⌐ ⇔√ ⇔™ ╩ ⇔⁸ 27 ⅛╠ ⌐

כ♃כ◊◒ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
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（２）附属病院に関する目標 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⇔╛ ─ ─ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ─ ┌ↄ

≤⇔≡⁸ ┌ↄ ⌐ ≢⅝╢ ─ ⌐ ╡ ╪≢™╢⁹╕√⁸

╩ ∆╢√╘⁸ ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ╩ ∫≡™╢⁹ ≢│⁸

⌐ ∆╢ ⌐ ↑⁸ ⁸ ⁸ ≤ ⇔⁸ ─ ─ ⁸

≢─ ה ─ꜞⱫכ♃◒♪⁸ ─ ⁸ ─

⌐ ╡ ╪≢™╢⁹ 
 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

（教育・研究面） 

○ 卒後臨床研修環境の整備及び緊急被ばく医療人材の育成 

╩ ⌐ ⇔√▪fi◔כ♩ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ∆╢◐ꜗꜞ▪Ɽ☻─

─ ╩ ™⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⇔╛ ⌐≈⌂→╢≤≤╙⌐⁸

┘ ─ ∕╣∙╣⌐ ⇔√ ─ ☿Ⱶ♫כ╩ ∆╢

⌂≥⁸ ⌐⅔↑╢ ╩ ╘≡™╢⁹╕√⁸ ─ ┌ↄ

≤⇔≡⁸ ⁸ ⁸ ╩ ╛ ☿Ⱶ♫כ ⌐ ↕∑╢⌂

≥⁸ ┌ↄ ⌐ ≢⅝╢ ─ ╩ ∫≡™╢⁹ 
○ 臨床研究支援体制の強化 

⌐⅔↑╢ ╩ ∆╢√╘⁸ ♃כⱠ▫♦כ◖ CRC ╩

∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ─

─ ┼ ∆╢√╘⁸ 26 ⌐ ╩₈ ☿fi♃

⌐₉כ ⇔⁸ ⁸ ⁸ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ 27 ⌐│

─☿fi♃כ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
（診療面） 

○ 医科と歯科の外来・診療部門の集約及び新センターの開設による機能強化 

25 ⌐ ⇔√ ┼─ ╩ ⌐⁸ ≤ ─ ה ╩

⇔⁸ ─ 13 ќ17 ⁸ ─ 14 ќ28 ⁸ ─

SICU ─ ⁸ ≢─ ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸

╛ ⌐ ╡ ╗₈ ☿fi♃₉כ ┘ⱪ꜡ כ◌♇◘꜡ⱶ╛ⱪכ♅

─ⱶכ♅ ≢№╢ ╩ ⅛⇔√₈☻ⱳכ♠ ☿fi♃₉כ╩ ⌐

∆╢⌂≥⁸ ─ ┘ ─ ⌐╟╡⁸ ╩ ⌐ ⇔≡™

ↄ√╘─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
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○ 県内医療機関と連携した地域の心不全に係る医療サポート体制の構築 

☿fi♃כ╩ ⌐⁸ ⁸ ⁸JA
⁸ ☿fi♃⁸כ ⁸JA ─₈ ™⅝™

⅝☿fi♃₉כ≤ ⇔⁸ ─ ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi╛ ╩ ∆╢

◘ⱳכ♩ ╩ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ─ ─ ה

─ ─ ╩ ≤⇔≡ ☻♃♇ⱨ⌐╟╢ⱤⱠꜟ♦▫☻◌♇◦ꜛfi ╩ ℮₈

™⅝™⅝◐ꜗꜝⱣfi ₉╩ ∆╢⌂≥⁸ ≤ ⇔≡ ⌐

∆╢ ─ ╩ ∫≡™╢⁹ 
○ 地域災害医療における中核となる取組の推進 

26 ⌐ ⇔√ ─ ⌐ ⇔≡⁸ ⅛╠ כ♅

ⱶ DMAT ╩ ═11 ⁸ ╩☻כ♫ ═15 ⁸ ⱶכ♅ DPAT
╩ ⁸ ╩ⱶכ♅ ⇔≡™╢╒⅛⁸ ⁸

─≥ⱶכ♅─ ⌐╟╢ ≢─ DVT Ⱡכꜞ◒☻
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＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 大学と附属学校との共同研究の実施及び成果の発信 

─ ╩ ╢√╘⁸ ≤ ⅜ ╩ ℮ ה

₈ ⱪ꜡☺▼◒♩₉╩ ⇔≡ 30 ─ ╩ ⇔≡™╢⁹

ⱪ꜡☺▼◒♩│₈a ⌂ ≠eↄ╡╩ ⇔√ ⌂ ─√╘─ ₉

⁸ ⌂ ה ה ─ ╛ ⌐ⱴכ♥╩

─ ⅜ ≤⌂∫≡ ─ ≤ ≢ ∫≡⅔╡⁸ ╩╕≤╘√

╩ ⇔≡ ⌐ ↄ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ↑╢↓≤≢ ⅛╠─▪◒☿

☻╙ ≤⇔≡™╢⁹ 
○ 広域のモデル的学校としての役割を果たすための取組の実施 

│⁸╒╓∆═≡⅜ ⌐ ↕╣⁸ √⌂◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ╛

─ ─№╡ ╩ ⇔ ⇔≡⅔╡⁸ ⅛╠ ⌐╟╡ ╩ ↑

╣╢↓≤≢⁸∕╣╠─ ╛ ╩ ⇔≡ ╩ ∟ ╢ ╩ ⇔≡™╢⁹

27 ╕≢⌐ ≤ ╩ ┘⁸ ╩ ⌐╟╡ ↑ ╣≡⅔╡⁸ ⌐

⇔√ │⁸∕╣∙╣─ ─ ⌐ ⌐ ∆╢─╖⌂╠∏ ─

╩ ℮⌂≥⁸ ─ ─ ⅜ ╠╣≡™╢⁹ 
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Ⅱ．業務運営・財務内容等の状況                          

 

＜評価結果の概況＞ 非常に 
優れている 

良 好 
おおむね 
良好 

不十分 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化  ○    

（２）財務内容の改善  ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供  ○    

（４）その他業務運営   ○   

 
 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 
 

【評定】中期目標の達成状況が良好である 

 ─ 13 ∆═≡⅜₈ ╩ ∫≡ ⇔≡™╢₉ │₈

╩ ⌐ ⇔≡™╢₉≤ ╘╠╣╢≤≤╙⌐⁸ ╣√ ╩ ↄ

⇔≡™╢⅜⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⅜№∫√↓≤ ╩

⌐ ⇔√↓≤⌐╟╢⁹ 

 

√o ה

⁪╢ה ╩ ⅔╢─╢ ⌐√≡ ⅜⅜業実よるた院標ࡇと ⅜
╩ה─ ⅔ ⌐ ⅜⁸ ─ ľ⌐ ╕╢⁹ ─

∆͏╙⌐⁸Ṙ

№ ⁪⅜ה⁹⅜ ⁪ ╩─ ╞↓╧
╙⌐ ─ ╢⁹�Z7Tò��bT2v3U�•�‹7T�‡�¨ 4 �#��

�Ú�Û�S�G�•�(╞я╩∕⁪

╞⅜

ʴ

�6�º�» ↓─ ⅜╞ʒ
╢⅜⁸
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○ 優れた研究者の確保・育成のための競争的環境の確立 

⌐ ⇔≡ ╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ⌐ ∆╢◦☻♥ⱶ≤

⇔≡⁸ ⌐╟╢ ≤∕─ ┼─ ╩ ∆╢₈ ◦☻♥ⱶ₉

╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ הכ♃◒□fiⱤ◒♩ⱨ▬ה ה ╩ ⌐ ⌐

╣√ ╩ ℮ Distinguished Professor ה Distinguished Researcher
╩ ⇔ ∆╢⌂≥⁸ ╣√ ─ ה ─√╘─ ─ ⌐ ╡

╪≢™╢⁹ 
○ 全学的なKPIに基づく大学改革の推進 

10 ⌐ ♩♇ⱪ100─ ⌐⌂╢≤™℮ ╩ ∆╢ ╩ ⌐∆╢√╘⌐⁸

♩♇ⱪ100─ ≤⇔≡ ⅎ≡™╢═⅝₈ ₉⁸₈ ─ ╣₉⁸₈ ₉

≤™∫√ ╩ⱳ▬fi♩ ⇔√ A-KPIβ Achievement-motivated 
Key Performance Indicators ╩ 26 ⌐ ⇔≡™╢⁹↓╣╩ ™≡⁸♩♇ⱪ100⌐
⌂╢╕≢─ ─⸗♬♃ꜞfi◓╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ≢ ⌂ ╩ √╡

⌐ ⇔≡ ⱳ▬fi♩╩ ⇔⁸ ⅜ ה ה ─ ╩ ⌐⁸

─ ≢ ─ ⌂ ⌐≈⌂→╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
β₈A-KPI₉│ 29 ⌐ ⇔₈AKPI®₉≤⌂∫≡™╢⁹ 

○ 積極的な育児支援と女性教員の採用 

22 ⌐ ─ ≤⇔≡│ ╘≡ ⌐ ≠ↄ

₈2010 ₉─ ╩ ↑⁸ ↑≡₈ H22. . H26. .30 ₉

╩ ⇔⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ─ ╩ ≤⇔

√ ─ ⁸ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓╩ ╕ⅎ√ ─ ┘

─ ⇔ ⌐╟╡⁸ ─ ╩∆═≡ ⇔⁸ 26 ⌐₈2014
₉≤⇔≡ ╩ ↑≡™╢⁹ ∑≡⁸ ⌐⅔↑╢ⱳ☺♥▫Ⱪ▪◒◦ꜛfi─

⁸ ⱳ▬fi♩─ ─ ⌐╟╡⁸

⌐⅔↑╢ │11.5 22 ⅛╠15.8 27 ┼≤

⇔≡⅔╡⁸ ⌐ →√ ╩ ∫≡™╢⁹ 
 
（改善すべき点） 

○ 大学院専門職学位課程における学生定員の未充足 

⌐≈™≡⁸ ─ ⅜ 25 ⅛╠27 ⌐⅛

↑≡90 ╩ √↕⌂⅛∫√↓≤⅛╠⁸ ─ⱪ♇◦כ♄כꜞ─ ⁸ ─ ⌐ ↑√

⌂ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 
 
 
（２）財務内容の改善に関する目標                         

①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加、②経費の抑制、③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期目標の達成状況が良好である 

 ─ ∆═≡⅜₈ ╩ ⌐ ⇔≡™╢₉≤ ╘╠╣

╢↓≤ ╩ ⌐ ⇔√↓≤⌐╟╢⁹ 
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（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           
①評価の充実、②情報公開や情報発信等の推進、③戦略的な広報活動の推進 
 

【評定】中期目標の達成状況が良好である 

 ─ ∆═≡⅜₈ ╩ ∫≡ ⇔≡™╢₉ │₈

╩ ⌐ ⇔≡™╢₉≤ ╘╠╣╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ⌐

⇔√↓≤⌐╟╢⁹ 
 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 高度なIR分析を可能とするシステムの本格運用の開始 

JST ⅜ ∆╢researchmap ⌐ ∆╢ ☻כⱬ♃כ♦

◘▬♩⅛╠ ╕√│ ∑ ה ╩ ™⁸ ─ ה ה ה

ה ─ ⁸ ה ─ ⁸ ה

─ ╩♃כ♦╢⅛⅛⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⌂IR ╩ ≤∆

╢₈ ◦☻♥ⱶ DWH ₉╩ ⇔⁸ ≢─ ╩ 27
⌐ ⇔≡™╢⁹ ⌐│⁸ ─ ה ה ⌐ ∆╢DWH♦כ♃

╩ ⌐ ™≡ ⌐ ↕∑≡⅔╡⁸ │⁸ ⇔√ ╩♃כ♦⌂₁ ⇔≡⁸

─ ⌂ ╛ ה ─ ⌐ ™╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ 
○ 首都圏に向けた情報発信体制の強化 

○ⱨ▫☻⌐⅔™≡⁸ ≤⇔≡ ─ ⁸ ☻♃♇ⱨ≤⇔≡◖כ♦▫Ⱡכ

⁸כ♃ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ≢ ∆╢≤≤╙⌐ ┼─

╩ ↕∑╢√╘ ≤─ ╩ ℮⌂≥⁸ ⌐⅔↑╢

≤⇔≡─ ╩ ⇔≡™╢⁹ ⌂ ≤⇔≡⁸ ─

╩ ≢ ⌐ 6.5 ∆╢╒⅛⁸ ─ ─ ⌐≈™≡⁸

─ ╛ ─ ─ ⌐ ⇔⁸ⱷכꜟⱴ●☺fi╩

2,500─ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∆╢ ╛ ─ ─PR╩ ∫≡™

╢⁹ 
 

 
（４）その他業務運営に関する重要目標                       

①ユニバーサルデザイン、②安全管理、③法令遵守 
 

【評定】中期目標の達成状況がおおむね良好である 

 ─ ∆═≡⅜₈ ╩ ⌐ ⇔≡™╢₉≤ ╘╠╣

╢≤≤╙⌐⁸ ⌐⅔™≡ ⅜ ⇔√ ⌐≈™

≡ ⌐ ↑√ ⅜ ↕╣≡™╢⅜⁸ ⌐⅔™≡ ↕╣√

⅜№∫√↓≤ ╩ ⌐ ⇔√↓≤⌐╟╢⁹ 
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＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 施設マネジメントを通じた共同利用スペースの拡大 

─ ╩ ∆╢√╘⁸ ─ ╩ ∂≡ ─ ╩

⇔⁸ ☻Ɑכ☻╩ ⌐ √⌐2,591 ⇔⁸9,015 ⌐

⇔≡™╢⁹⌂⅔⁸ ☻Ɑ⁸⅛╒─☻כ▬fi◐ꜙⱬכ◦ꜛfi☻Ɑכ☻ ┘

─ ☻Ɑכ☻╩ ╗ ☻Ɑ⁸│≡™≈⌐☻כ ⌐ ╘╢

─ ╩6.01 22 ⅛╠11.28 27 ┼≤ ↕∑≡™╢⁹ 
 
（改善すべき点） 

○ 過年度評価において複数回指摘された事項 

─ ⌂ 25ה24ה22 ⌐≈™≡⁸ ⅜ ≤

⇔≡ ⇔≡™╢↓≤⅛╠⁸ ⌐ ↑√ │ ↕╣≡™╢╙──⁸ ⅝ ⅝

≤ ☿◐ꜙꜞ♥▫ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ⌐ ↑√ ⌂ ╩ ∆╢↓≤

⅜ ╘╠╣╢⁹ 
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別 紙 

 
「戦略性が高く意欲的な目標・計画」の取組状況について 

 
○ 「世界をキャンパスとして展開する広島大学改革構想」実現に向け、教育の国際通用性

を高めるため、授業科目ナンバリングの100％導入、シラバスの100％英語化を実施する

とともに、世界から優秀な人材を獲得するため、クォーター制等の導入や学生の海外派

遣、外国人留学生の受入増加を目指す計画 

27 ─ ♫fiⱣꜞfi◓⌐ ⇔≡│90.4 ⁸◦ꜝⱣ☻─ ⌐ ⇔≡

│82.0 ─ ≤⌂∫≡⅔╡⁸ ≤∆╢100 ╩ ⇔≡™⌂™╙──⁸ 28
─ │100 ╩ ⇔≡™╢╒⅛⁸ 25 ⅛╠

27 ─ ─ │ ─10 ⌐ ⇔≡13.2 ⁸ ─

─ │ ─12 ⌐ ⇔≡12.5 כ♃כ◊◒⁸⌐╠↕⁹╢™≡∫⌂≥ ⌐

⇔√ ⇔™ ╩ ⇔⁸ 27 ⅛╠ כ♃כ◊◒⌐ ╩ ⇔≡™╢⁹ 


